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U-08 連合は環境・災害にどう向き合っていくのか？

東日本大震災に対する日本地理学会の取り組みと

学協会の災害対応のあり方



地理学の特徴と自然災害研究

• 地理学は場所・地域に着目する
• 場所・地域の属性は自然と人間社会の両面
• 地理学は自然と人間の相互作用に強い関心を抱く

• 自然災害は自然現象がある場所において人間社会に災禍
を及ぼしたもの → 地理学の重要な研究分野



日本地理学会 災害対応委員会

• 阪神・淡路大震災（1995）がきっかけで，学会として災害に対
応する組織の必要性が意識され，2001年設置

• 当初想定されていた活動
– 緊急的・継続的な災害調査の実施

– 会員による災害研究の支援

– 研究成果の社会還元

• 実際に行ってきたこと
– ××××（学会の調査団）

– 腕章・シールの作成・配付

– 地方拠点委員

– 災害対応グループMLによる情報交換

– 専用HPによる情報提供（次ページ）

– 公開シンポジウム
（2003～2013年度で16回）







公開シンポジウム(1)



公開シンポジウム(2)



日本地理学会 災害対応本部

• 特に規模の大きな災害が発生した場合の対応体制の整備
– 本部長は理事長であり，迅速な行動が可能

– ①マスコミ等への対応
②JpGUはじめ他学協会等との連携
③社会への情報発信

– 災害種（地震・津波，火山，斜面，水害）ごとの担当者を事前に決めておく

• 経緯
– 2002年からの懸案，2011年3月14日の理事会で制度新設が決定される予定だっ

た

– 2011年3月11日：災害対応委員会の一部メンバーでマスコミ対応，災害対応グ
ループMLでの情報交換呼びかけ等の案件を処理，災害対応本部立ち上げを検討

– 3月12日：災害対応本部立ち上げを理事会に要請

– 3月13日：（仮）災害対応本部立ち上げ，JpGUからの情報提供・共有の依頼に対
応

– 3月14日：理事会は中止となったが，メール審議により災害対応本部正式発足

– 3月15日：災害対応本部専用HP開設



災害対応本部の活動

• 専用HP（http://www.ajg.or.jp/disaster/201103_Tohoku-eq.html）に
よる情報発信
– 解説（本部から依頼）

– 調査速報，提言（投稿，本部員が一応チェック）

– 本部からのお知らせ

• 外部との調整
– マスコミ

– 学術コミュニティ（e.g.土木学会海岸工学委員会：現地調査自粛）

• 2.5万分の1津波被災マップ作成
– 災害対応本部の特別チームによる

– 国土地理院が被災地の空中写真を公開 →3月17日作業開始

– 現地調査が困難な状況でできること

– 地理学はマッピングは得意

– 第一報は3月28日，以下順次精度向上のため改訂，GISデータ化



津波被災マップ（http://danso.env.nagoya-u.ac.jp/20110311/map/574152Ishinomaki3.jpg）



津波被災マップ GISデータ版（防災科学技術研究所のeコミマップ；
http://map311.ecom-plat.jp/map/map/?mid=40&cid=3&gid=0）



学校地理教育への支援

• 地理（社会科）授業再開に際しての教
科書・教材整備に向けた緊急提言（ 4
月11日）

• 「東日本大震災地理教育復興支援事
業－被災地に地理教材を－」賛助金
募集（日本地賛理教育学会・地理空
間学会協；3月28日～6月30日）

• 上記賛助金を事業助成金として総額
500万円を申請45校へ（9月下旬）
（http://www.ajg.or.jp/ajg/2011/10/500.html）

• 2012年3月4日 公開シンポジウム 災害と子

どもたちの教育を考える－東日本大震災被災
学校の現在とこれからの地理学・地理教育



学協会の災害対応のあり方

• 緊急対応の組織化
– 迅速に対応できる組織体制を整備しておくこと
– ある程度マニュアル的に行動できるようにしておくこと
– マスコミ等の問い合わせに的確に対応できること
（専門用語を使わなくても説明できる）

• 学協会［連合］，特にその緊急対応組織の役割
– 現地の事情の把握と情報の共有化，行動の調整
– 調査研究への協力が得られるように
（普段から科学がどのように人に役立つのかを明確に）

• 環境問題の場合
– 問題意識の共有化


